
北海道胆振東部地震の被災及び支援について
北海道厚真高等学校長

南 原 賢 二
この度の未曾有の大地震によって被災された皆様に心より御見舞い申し上げ

ます。また、多くの方々が犠牲となり、本校生徒及びその御家族がお亡くなり
になりましたことは本当に残念でなりません。謹んで哀悼の意を表します。
未だに震災の傷跡は深く、厚真町内外で避難所での生活を余儀なくされてい

る方々が多くおられ、一日も早く復旧・復興が進み、日常生活を取り戻せるこ
とを祈るばかりです。
厚真町はもとより、全国各地の方々の心温まる御支援と御協力のお陰で、９

月１８日（火）に学校生活を再開することができました。また、学校再開から
今日に至るまで全国から応援メッセージや御支援物資等を届けて頂き誠にあり
がとうございます。
大地震直後から休校している間、グラウンドには北海道警察災害対策チーム、

陸上自衛隊災害支援隊、東北・関東消防災害支援隊（レスキューチーム）の車
両基地・前線本部として、また、校舎内教室は、レスキュー隊の宿泊所として
利用していただきました。それぞれの組織は違っていても、「被災された地域
の方々のために」の信念のもとでの任務でしたが、疲労感を一つも表さないこ
とに敬意を表します。任務を終え、離町の際、学校施設利用の御礼と生徒・教
職員への心温まる励ましの言葉を頂き、明日からの勇気を頂きました。本当に
ありがとうございました。そして、お疲れさまでした。
つきましては、これからも地域の期待に一層応える学校となるよう保護者・

地域の方々とより一層連携を図り、一日一日を大切にした教育活動を進めて参
りますので、御支援御協力のほどよろしくお願いいたします。


